
平成 23年 度

高知大学医学部医学科 学 士入学<第 2年次編入学>

第 1次 選抜試験

総合間起 [B] 間越冊子

この表紙をよく読んでください。ただし,試 験開始の合図があるまではこの冊子を開いて

はいけません。

以下の<解 答上の注意事 項 >を よく理解 した上で解答 してください。

<解 答上の注意事 項 >

1.受 験票を机の上に置いてください。

2.試 験開始の合図の後,ま ず解答用紙の受験番号欄に受験番号を記入し,該 当番号をマークして

ください。

試験時間は 150分 (13:00～15:30)で す。３

　

　

４ 問題冊子は,1～ 17ペ ージまであります。1～21の 問題の中に  1  ～ 匡 25コ の解答番号

があります。

解答用紙は 1枚 で,マ ークシー トになっています。解答は,

てください。例えば,  1 と 表示のある問題に対して 3

うに番号 1の解答記入欄の ⊂憂)にマ
ークしてください。

〔例〕

1つ の解答記入欄にマークは必ず 1つ だけにしてください。 2つ 以上マークした場合は不正解

とします。 ま た,マ ークシー ト・リーダーで読み取りますので解答用紙を汚したり,折 り曲げ

たりしないよう注意してください。

試験中に,問 題冊子の印刷不鮮明,ペ ージの落丁 ・乱丁および汚れ等により解答に支障がある

場合には,手 を挙げて監督者に知らせてください。

試験終了後,解 答用紙のみを回収します。問題冊子は持ち帰つてください。

試験終了時刻までに解答が終わつても途中退室は認めません。

解答用紙の解答記入欄にマークし

と解答する場合は,次 の 〔例〕のよ
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９



メ(伊)="3_6釘
-4について,以下の設問に答えなさい。

設問1 メ (露)=0の 3つの解を選びなさい。  1

1日~1,1土拒

4.-2,-1士拒

7ロー1,1土拒

10.-2,-1士拒

2日~1,~1士拒

5._3,1土√

8日~1,~1士拒

11ロー3,1土拒

3._2,1±拒

6,_3,-1土拒

9.-2,1土預

12._3,-1土拒

設 問2 a

の

1 日

4.

7.

1 0 .

を実数とする。このとき方程式|メし)|=aの異なる解の個数がちようど
4個 となるすべて

aを表す範囲を選びなさい。「 2 1

2拒 - 4 < a < 2ゼ + 4    2 .  2拒 - 3 < a < 2拒 + 3

2拒-1<a<2拒 +1 5日 3V冴 -4<a<3V2+4

3拒-2<a<3拒 +2  8コ 3拒-1<a<3拒 +3

4拒-3<a<4拒 +3  11・ 4拒-2<a<4拒 +2

3 .  2拒 二2 < a < 2拒 + 2

6.  3V2‐-3<a<3V2‐ +3

9・ 4拒 - 4 < a < 4拒 + 4

12.475-1<a<475+1

2.19拒_lo

5. 20刊庖テー9

8,17拒-9

11.18拒-9

3.18拒-10

6.19拒_9

9 ,  2 0▼5 - 9

12.17拒-9

設問3 ダ =|メ(伊)|と密軸で囲まれる部分の面積を選びなさ
い。  3

1日20拒-10

4.17拒-10

7.18拒-9

10・19拒-9



2. 点(1,1)を中心にもつ半径 1の円と直線伊
二駒何との交点をP(筋1,

腕 >0で ある。このとき,以 下の設問に答えなさい。

設 問4 (1密 1-221'1挽
~ケ
2)を選びなさい。  4

t為,

t熱,
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5ロ

8日

4.

9.

10。

2.2胸
万
(胸 +1)2

胸
2.1

5 ,

8.2働 (胸 +1)2

例
2+1

3

11.22砲
ぢ
(胸 +1)

駒
2+1

6.2拒

12.3拓

設問 5 点 R(2,-2)と P,Qで 作られる三角形の面積 Sを 選びなさい。  5

2駒 万(胸 +1)

胸
2+1

3   1

2万胸万(砲 +1)2

岡
2+1

2砲 (胸 +1)

物
2+1

3  3

2万砲 ぢ(胸 +1)2

駒
2+1

設 問6 面 積 Sの 最大値を選びなさい。  6

1.拒

7口  4

2.拒

8.2拓・

3,  2

9・3拒

4.拓

10・3拒

3   1

3日 2ぢ胸
万
(砲 +1)

駒
2+1

22胸 (胸 +1)2

物
2+1

3   3

2万駒万(物 +1)

胸
2+1

3

22砲 万(物 +1)2

駒
2 + 1

5.2拒

1 1 .  6

伊1),Q(密2'伊2)とする。ただし,



した (各パネル上部)。a～ iの うち,正 しいものを選びなさい。  7

ヒスタミン

40(蝉 ′k専)/h

3, 図 はヒスタミン,ヒ スタミン受容体措抗薬 (Hl受容体措抗薬,H2受 容体措抗薬)が ,ヒ トの血

圧および心拍数に及ぼす影響を示している。ヒスタミンは 40(μg/kg)/hの速度で 5分 間静脈内投与
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-1012345678

時間 (■lin)

a , f , i

b , f , i

c , f , i

d , f , h

ａ
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ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ヒスタミンは,収 縮期血圧および拡張期血圧を増加させる。

ヒスタミンは,収 縮期血圧および拡張期血圧を低下させる。

ヒスタミンは収縮期血圧を増加させ,拡 張期血圧を低下させる。

ヒスタミンは収縮期血圧を低下させ,拡 張期血圧を増加させる。

ヒスタミンは心拍数を増加させる。

ヒスタミンは心拍数を低下させる。

ヒスタミンによる血圧および心拍数の変化は,ヒ スタミン受容体措抗薬によつて措抗され

ない。

ヒスタミンによる血圧および心拍数の変化は,Hl受 容体措抗薬によってのみ措抗される。

ヒスタミンによる血圧および心拍数の変化は,Hlお よび H2受容体結抗薬によつて抑制さ

れる。
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(図 : B c r t r a l n  G  K a t z u n g著, 柳澤輝行ほか監訳 『カッツング・薬理学』第8版, 丸善,2002年 より改変)



アセチルヨリン

4. 図は,ラ ット大動脈のフェニレフリンによる等張収縮反応 (上向きが収縮)に 及ぼすアセチルコ

リン,L‐NMNA,ヘ モグロビンの影響を示している。a～gの うち,正 しいものを選びなさい。 8

A血 管内皮あり B血 管内皮なし

,
フェエレフリン

C血 管内皮あり

|
フェニレフリン

D血 管内皮あり

アセチルコリン アセチルコリン

↓

a白 アセチルコリンは,血 管内皮存在下に血管を拡張させる。

b.ア セチルコリンは,血 管内皮の有無に関わらず血管を拡張させる。

c.ア セチルコリンによる血管の拡張作用は,L‐NMNAに よって抑制されない。

d.ア セチルコリンによる血管の拡張作用は,ヘ モグロビンによって抑制されない。

e.血 管内皮は,ア セチルコリン依存性に血管収縮物質を産生する。

f.血 管内皮は,ア セチルコリン依存性に血管拡張物質を産生する。

g,LoNMNAと ヘモグロビンの作用部位は異なる。
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(図 :Arthur C.Guyton,

2日 a , C , e

6日 a , d , g

4 1 0・ b ' c , e

1 4 .  b , e , g

3 .  a , c , g

7 .  a , e , g

l l .  b , c , f

1 5 ,  b , f , g
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a , d , e

a , f , g

b , c , g

John E.H】1著,早 川弘一訳 『ガイトン臨床生理学』医学書院,1999年 より改変)

アセチルコリン



5口 図 は,ネ コの視床下部電気刺激によつて生じる情動行動 (攻撃,防 御,遁 走)の 際
に,し ばしば

認められる血圧,腸 運動,腸 血流,骨 格筋血流の変化を模式的に表したも
のである。a～gの うち,

正しいものを選びなさい。  9

1   岳

刺激

a.(A)は 腸運動を示す。

b.(B)は 血圧を示す。

C.(C)は 腸血流を示す。

d口 (D)は骨格筋血流を示す。

e.血 圧は低下する。

f日 腸運動は克進する。

g.骨 格筋血流は低下する。

1日 a , b

5 .  a , f

9日 b , e

13. c,e

2口 a , c

6 .  a , g

1 0コ b , f

1 4 .  c , f

3 .  a , d

7日 b , C

l l . b , g

15.  c,g

(ブレイ ンサイエ ンス

4口 a , e

8口 b , d

1 2 .  c , d

1 6日 d , e

共立出版,1991年 より改変)(図:堀哲郎 『脳と情動
一感情のメカニズム』 シリーズ)



6. 図 は 24歳男性において,イ ンスリンレベルの増加によるグルコース代謝回転 (グルコース産生

およびグルコース利用)に 及ぼすコルチゾルの影響を示している。a～gの うち,コ ルチゾルの作用

について正しいものを選びなさい。  10

グルコース産生

コルチゾル
投与競

3.0

10      S0    200    1000 3000  10

血舞インスリン (μけmL)

グルヨース利用

50    200     1C100 3000

血髪インスリン (μUれ と)

10

・
〓
露
乱
支
ｈ
露

▼
雲
震
乱
支
ｈ
Ｅ

0.6

a.グ ルコース産生を増加させる。

bロ グルコース利用を増加させる。

c.血 漿グルコース濃度を低下させる。

d.グ ルコース産生に対するインスリン作用感度を増加させる。

e.グ ルコース利用に対するインネリン作用感度を低下させる。

f.グ ルコース産生に対するインスリン作用の最大応答性を低下させる。

宮.グ ルコース利用に対するインスリン作用の最大応答性を低下させる。
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b , e

C,e

(図 :Robctt M.Bemc,
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7. 図 は,体 重 70 kg成人の主要な体液区分を示 している。a～gの うち,正 しいものを選びなさい。

H

全体液貴 (TBW)=0.6X体 重

組胞外液量
【ミ
ユ
1  細空空要景FF的

TB市の1/31   1絶 Wの 2/3

母 t―
一細離

血擦 ECFの 1/4

毛細血管内皮

a.全 体液量は 35Lで ある。

b口 細胞外液量=0。4×体重である。

c.細 胞内液量=0。2×体重である。

d日 間質液は 10.5Lである。

e日 細胞内液量は 28Lで ある。

丘 間 質液に結合組織の水は含まれない。

g日 全体液量は毛細血管内皮によつて 2つ に分けられる。

1 .  a , b

5 .  a , f

9口 b 9 e

1 3 .  c , e

2 .  a , c

6 .  a , g

1 0 .  b , f

1 4 .  c , f

3 .  a , d

7 .  b , c

l l . b , g

15. cP g

4 . a , e

8 .  b , d

12.  c,d

1 6日 d , e

(図:Robe■M.Beme,M加 随wN.Levy著 ,坂東武彦,小山省三監訳『生理学』第3版,西村書店,1996年より改変)



8. 酸 素を運搬する機能を持つヘモグロビンは,2種 類のポリペプチ ド鎖から構成されている。図は

ヒトのヘモグロビン鎖の発育を示している。a～gの うち,正 しいものを選びなさい。  12
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1 .  a , b

5口 a , f

9日 b , e

13. c,e

(図:Willlaln n Ganong著 ,

胎児ヘモグロビンは,主 にγ鎖およびβ鎖から構成されている。

胎児ヘモグロビンは,主 に E鎖およびζ鎖から構成されている。

成人ヘモグロビンは,主 にα鎖およびβ鎖から構成されている。

成人ヘモグロビンは,主 にβ鎖およびδ鎖から構成されている。

胎児ヘモグロビンは,母 体から胎児への酸素移行を容易にする。

妊娠 6ヶ月時に,胎 児ヘモグロビンから成人ヘモグロビンヘ変化する。

胎児ヘモグロビンと成人ヘモグロビンの酸素結合能に差はない。

こ鎖およびこ鎧

(胎児)

2 .  a , c

6口 a , g

1 0日 b , f

1 4口 c , f

4.

8口

12.

3. a , d

b , c

b , g

C , g

a,e

b , d

C P  d

d , e16.15.

星猛ほか訳 『医科生理学展望』第19版,丸 善,2000年 より)



9. 図はラットの食物摂取量および体重の経時的変化を示している。(A)のラットは 3週 目から6週

目の問,強 制的に食物を摂らされ,そ の後自然状態におかれている。(B)のラットは 3週 目から 6

週目の間,絶食に近い状態におかれ,そ の後自然状態におかれている。(C)のラントは 3週 目に視床

下部腹内側核が破壊され,その後自然状態におかれている。a～gの うち,正しいものを選びなさい。
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ぃ)のラントは 6週 目以降自然摂食量が増加する。

(B)のラットは 6週 目以降自然摂食量が増加する。

(C)のラットは 3週 目以降自然摂食量に変化は見られない。

い)のラットは 6週 目以降体重がさらに増加する。

(B)のラットは 6週 目以降体重がさらに減少する。

(C)のラットは 3週 目以降体重に変化は見られない。

視床下部腹内側核を電気刺激するとラットは摂食行動を中止する。
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(図:WillFarn R Ganong著 ,
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3日 a , d
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l l . b , g

1 5。 c , g

星猛ほか訳 『医科生理学展望』第19版,丸 善,2000年 より)



二重結合長は 1.34Aと する。  14

1日 Oo2 A

5. 1.OA

9. 1.6A

13.2,4Å

1日 2 . 2

5。 3 . 4

9 .  4 . 3

1 3 .  5 . 7

1日 7 . 0

5 .  7 . 7

9 .  8 . 3

1 3 .  9 , 0

,5Mの 酸 HA溶 液が 0。2%解 離した時, pKa値 はどうなるかt

12ロ プロトン化状態と脱プロトン化状態で色素が異なる1.2×10~3Mの溶液がある=この薄夜の晩プロ

トン化型の色素濃度が9×10イMで 残 りの色素が全てプロトン化型であった奉各。こうお液のpHは

どうなるか。最も近い値を選びなさい。ただし,こ の溶液の p絶 値は 7.8とするこ  16 1

1 0～1 5ま での問題において,必 要な らば以下の値および 12 , 1 3ペ ージの空と:=数 泳を事`者 吾. こヽ

log 2=0.30, log3=0。48, log 4〓0.60, log 5=0,70, log 6=0。78, log 7=0,8S。 畦 8=0颯  益 9・0.95

10,DNAの 塩基の 1つであるアデニンは共鳴構造を有する。アデニンの電違・二=。
‐
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炭素を結ぶ結合長はいくらか。最も近い値を選びなさい。ただし,C― c車 に士表に

５

　

Ｃ

Ｃ

　

Ｃ

夕
↓
　

・

４

　

Ａ
貿

Ｃ

　

中
・

濃度 0

15

2. 0。4A

6. 1.lA

10日 1●8A

14,2.6A

2 .  2 , 7

6 .  3 . 6

10. 4.6

1 4 .  6 . 2

2 .  7 . 1

6 .  7 . 9

1 0日 8 . 5

1 4口 9 , 1

3. 0。6A

7. 1.2A

ll. 2.OA

15.2.8A

3 .  2 . 9

7 .  3 . 9

1 1 . 5。1

1 5 .  6 . 5

3 .  7 . 3

7 .  8 . 0

1 1 .  8 . 7

1 5 ,  9 , 3

4 .  0 8 A

8 .  1 _ 4 A

1 2 .  =二A

16 .  1 8 8 A

4 ,  S , 1

8 .  4 . 0

1 2 .  5 . 3

1 6 .  6 . 7

4 .  ‐
・
. 5

8 .  8 . 1

1 2 .  8 . 9

1 6 ,  9 , 5



1 3 _大 きさが 40 kDaの蛋白質における 66011mでのモル吸光係数が 12,000 M・cmⅢであつた。濃度

0.5 mg/mLのこの蛋白質溶液では光路長lcmにおいて入射光の何%が透過するか。最も近い値を選

びな さい。ただ し, ■=s3 c (■=吸 光度,ε =モ ル吸光係数,J=光 路長 ,c=濃 度(M) ) ,

2. 18

6. 39

10. 57

14コ 76

2. b

6口 a , c

1 0日 C , d

1 4 .  b , c , d

3. 24

7口 46

11. 65

15日 82

4. 28

8. 48

12. 68

16. 88

なさい。  18

1日 a

5日 a , b

9口 b , d

1 3日 a , C , d

b口

C日

d日

3. c

7日 a , d

4. d

8 .  b , c

12.

16ロ15.

12.

16.15,1 4 .13.

a , b , c

a , b , c , d

a , b , d

すべて誤り

15。 1個あたりの標準重量が 5gで 20 kcalの食品があつたとする。この食品を8個摂取した場合,こ

の熱量を消費するために約何分間のランニングが必要か。最も近い値を選びなさい。ただし,ラ ン

3.2.

6.

10.

5.

9.

25分

45夕)

65分

85分

30分

50分

70夕)

90分

35分

55分

75分

9 5分

4ロ

8.

A=logttlrO/r)(■=吸光度,r。=入射光の強度,ゴ=透過光の強度)とする。  17

1, 12

5。 31

9. 51

13日 71

14,a～ dの うち, ミ トコンドリアおよびミトコンドリアが関連する反応について正しいものを選び

解糖系やクエン酸回路で ATPが 得られる反応のように,ある基質のリン酸基が酵素反応によ

つて ADPに 転位しATPと なることを,基 質レベルのリン酸化といい,こ れに対し電子伝達系

で HTの濃度勾配を利用しATPを 生成する過程を酸化的リン酸化という。

解糖系で生じたピルビン酸は,ミ トコンドリア内膜に存在するピルビン酸輸送体でミトコ

ンドリアのクリステに取り込まれる。

解糖系で生じた NADHは ミトコンドリアの内膜を透過することができないため,他 の代

謝反応と共役させて NADHが もつ電子だけを透過させるシャトルという方法をとる。

脂肪酸はアシルーCoAに 活性化され,ミ トコンドリア内部のマ トリックスに存在するβ酸化

系によリアセチルーCoAに 分解される。

エングによる燃料消費増加量を250Wと し,lJ/sは0・239caysとする。  19

1 . 20分

40夕)

60分

80分



4桁 の常用対数表 (1)

上位
2桁

3桁 目

0 1

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

0

414

792

1139

1461

1761

2041

2304

2553

2788

3010

3222

3424

3617

3802

3979

4150

4314

4472

4624

4771

4914

5051

5185

5315

5441

5563

5682

5798

5911

6021

6128

6232

6335

6435

6532

6628

6721

6812

6902

6990

7076

7160

7243

7324

7404

43

453

828

1173

1492

1790

2068

2330

2577

2810

3032

3243

3444

3636

3820

3997

4166

4330

4487

4639

4786

4928

5065

5198

5328

5453

5575

5694

5809

5922

6031

6138

6243

6345

6444

6542

6637

6730

6821

6911

6998

7084

7168

7251

7332

7412

86      128

492      531

864      899

1206     1239

1523      1553

1818     1847

2095     2122

2355     2380

2601     2625

2833     2856

3054     3075

3263     3284

3464     3483

3655     3674

3838     3856

4014     4031

4183     4200

4346     4362

4502     4518

4654     4669

4800     4814

4942     4955

5079     5092

5211     5224

5340     5353

5465     5478

5587     5599

5705     5717

5821     5832

5933     5944

6042     6053

6149     6160

6253     6263

6355     6365

6454     6464

6551     6561

6646     6656

6739     6749

6830     6839

6920     6928

7007     7016

7093     7101

7177     7185

7259     7267

7340     7348

7419     7427

170

569

934

1271

1584

1875

2148

2405

2648

2878

3096

3304

3502

3692

3874

4048

4216

4378

4533

4683

4829

4969

5105

5237

5366

5490

5611

5729

5843

5955

6064

6170

6274

6375

6474

6571

6665

6758

6848

6937

7024

7110

7193

7275

7356

7435

212      253

607      645

969      1004

1303     1335

1614      1644

1903      1931

2175     2201

2430     2455

2672     2695

2900     2923

3118     3139

3324     3345

3522     3541

3711     3729

3892     3909

4065     4082

4232     4249

4393     4409

4548     4564

4698     4713

4843     4857

4983     4997

5119     5132

5250     5263

5378     5391

5502     5514

5623     5635

5740     5752

5855     5866

5966     5977

6075     6085

6180     6191

6284     6294

6385     6395

6484     6493

6580     6590

6675     6684

6767     6776

6857     6866

6946     6955

7033     7042

7118     7126

7202     7210

7284     7292

7364     7372

7443     7451

294

682

1038

1367

1673

1959

2227

2480

2718

2945

3160

3365

3560

3747

3927

4099

4265

4425

4579

4728

4871

5011

5145

5276

5403

5527

5647

5763

5877

5988

6096

6201

6304

6405

6503

6599

6693

6785

6875

6964

7050

7135

7218

7300

7380

7459

334      374

719      755

1072      1106

1399     1430

1703      1732

1987     2014

2253     2279

2504     2529

2742     2765

2967     2989

3181     3201

3385     3404

3579     3598

3766     3784

3945     3962

4116     4133

4281     4298

4440     4456

4594     4609

4742     4757

4886     4900

5024     5038

5159     5172

5289     5302

5416     5428

5539     5551

5658     5670

5775     5786

5888     5899

5999     6010

6107     6117

6212     6222

6314     6325

6415     6425

6513     6522

6609     6618

6702     6712

6794     6803

6884     6893

6972     6981

7059     7067

7143      7152

7226     7235

7308     7316

7388     7396

7466     7474

たとえば log2.50の小数部分は,第 1列 が 25で ある行の,第 2列 の数 3979に より与えられる。



4桁 の常用対数表 (2)

上位
2桁

3桁 目

l 2 4

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

7482

7559

7634

7709

7782

7853

7924

7993

8062

8129

8195

8261

8325

8388

8451

8513

8573

8633

8692

8751

8808

8865

8921

8976

9031

9085

9138

9191

9243

9294

9345

9395

9445

9494

9542

9590

9638

9685

9731

9777

9823

9868

9912

9956

7490

7566

7642

7716

7789

7860

7931

8000

8069

8136

8202

8267

8331

8395

8457

8519

8579

8639

8698

8756

8814

8871

8927

8982

9036

9090

9143

9196

9248

9299

9350

9400

9450

9499

9547

9595

9643

9689

9736

9782

9827

9872

9917

9961

7497     7505

7574     7582

7649     7657

7723     7731

7796     7803

7868     7875

7938     7945

8007     8014

8075     8082

8142     8149

8209     8215

8274     8280

8338     8344

8401     8407

8463     8470

8525     8531

8585     8591

8645     8651

8704     8710

8762     8768

8820     8825

8876     8882

8932     8938

8987     8993

9042     9047

9096     9101

9149     9154

9201     9206

9253     9258

9304     9309

9355     9360

9405     9410

9455     9460

9504     9509

9552     9557

9600     9605

9647     9652

9694     9699

9741     9745

9786     9791

9832     9836

9877     9881

9921     9926

9965     9969

7513

7589

7664

7738

7810

7882

7952

8021

8089

8156

8222

8287

8351

8414

8476

8537

8597

8657

8716

8774

8831

8887

8943

8998

9053

9106

9159

9212

9263

9315

9365

9415

9465

9513

9562

9609

9657

9703

9750

9795

9841

9886

9930

9974

7520     7528

7597     7604

7672     7679

7745     7752

7818     7825

7889     7896

7959     7966

8028     8035

8096     8102

8162     8169

8228     8235

8293     8299

8357     8363

8420     8426

8482     8488

8543     8549

8603     8609

8663     8669

8722     8727

8779     8785

8837     8842

8893     8899

8949     8954

9004     9009

9058     9063

9112     9117

9165     9170

9217     9222

9269     9274

9320     9325

9370     9375

9420     9425

9469     9474

9518     9523

9566     9571

9614     9619

9661     9666

9708     9713

9754     9759

9800     9805

9845     9850

9890     9894

9934     9939

9978     9983

7543     7551

7619     7627

7694     7701

7767     7774

7839     7846

7910     7917

7980     7987

8048     8055

8116     8122

8182     8189

8248     8254

8312     8319

8376     8382

8439     8445

8500     8506

8561     8567

8621     8627

8681     8686

8739     8745

8797     8802

8854     8859

8910     8915

8965     8971

9020     9025

9074     9079

9128     9133

9180     9186

9232     9238

9284     9289

9335     9340

9385     9390

9435     9440

9484     9489

9533     9538

9581     9586

9628     9633

9675     9680

9722     9727

9768     9773

9814     9818

9859     9863

9903     9908

9948     9952

9991     9996

7536

7612

7686

7760

7832

7903

7973

8041

8109

8176

8241

8306

8370

8432

8494

8555

8615

8675

8733

8791

8848

8904

8960

9015

9069

9122

9175

9227

9279

9330

9380

9430

9479

9528

9576

9624

9671

9717

9763

9809

9854

9899

9943

9987



16口 非常に軽い糸を使って,質量砲=2 kgの錘を吊り下げる (図)。この糸は張力が20Nを 超えると

切れてしまう。糸が切れずにすむ角度θの最小値に最も近い値 (単位 :度)を 選びなさい。計算に

は 17ペ ージの三角関数表を用いなさい。  20

1, 0°

5. 20°

98 40°

13. 60°

2. 5°

6. 25°

10. 45°

148 65°

3 .  1 0°

7. 30°

11. 50°

15. 70°

3. 5V

7. 0.l kV

ll. 2 kV

4口 15°

8. 35°

12. 55°

16. 75°

4. 10V

88 0,2 kV

12日 5 kV

17.ブ ラウン管の原理を図に示す。電子銃から打ち出された電子は,偏 向電極板の間の静電場によっ

て進路を出げられて蛍光面に到達する。電極間の電位差を変えることにより,偏 向 密 (中心からの

ずれ)を コントロールする。電極間に入射する電子の運動エネルギーを l kev(静止していた電子

が l kVの電位差で加速されたときに得るエネルギー),偏向電極板の間隔】と幅0をそれぞれ lcm,

4 cm,蛍光面までの距離 あを20 cmとして,偏 向 "が 5 cmとなるために電極間にかけるべき電圧

に最も近い値を選びなさい。 21

1 . l V

5。 20V

9 .  0 . 5  k V

2. 2V

6. 50V

1 0 .  l  k V

14



18.内 容積 46.7Lのボンベに窒素が充填されている。1気圧の下で窒素を使い切つたとき,ボ ンベの

中に残留している窒素分子の数に最も近い値を選びなさい。ただし,こ のときのボンベと窒素の温

度を300Kと しなさい。 22

1 0 4個

101 2個

102 0個

３

　

　

７

　

　

１

２

　

　

６

　

　

０

１

　

　

　

５

　

　

９

1 0 6個

10M個

102 2個

108個

101 6個

102 4個

4日10Ю個

8.1 0 1 8個

12. 1 0 2 6個

BA

１

　

　

５

　

　

９

４

　

８

　

２

３

　

　

７

　

　

１

２

　

　

６

　

　

０

10Ω

30Ω

50Ω

0,002%

0.05%

1 0 / 0

1 5Ω

35Ω

55Ω

0.005%

0。1%

20/0

2 0Ω

4 0Ω

60Ω

0,01%

0.2%

50/0

１

　

　

５

　

　

９

４

　

　

８

　

　

２

３

　

　

７

　

　

１

２

　

　

６

　

　

０

19.図 の回路の端子 A―B間 の合成抵抗値に最も近いものを選びなさい。 23

10Ω 20Ω

]10Ω

20Ω 10Ω

5Ω

25Ω

45Ω

0.0010/0

0.02%

0 . 5 %

20.あ る恒星について,水 素に特異的なスペクトル線の波長を観測したところ 656.6 rlmであった。

同じスペクトル線を,太陽について観測すると656.3111nである。この恒星は太陽系からどれだけの

速度で遠ざかりつつあるか。光速度に対する比の値 (単位 :%)で 最も近いものを選びなさい。



21日 a～dの うち,正 しいものを選びなさい。  25

at原 子核の大きさは,お およそ 1Åである。

b.〃
~壊
変とは,最 外殻電子が放出される崩壊である。

c.陽 子と中性子の質量は,ど ちらもおおよそ1.7x10~27 kgである。

d.放 射能とは,物 質が自発的に放射線を放出する性質を指す。

1. a                2日  b                3日  C                4. d

5 .  a , b          6 .  a , c          7 .  a , d          8 .  b , c

9 .  b , d           1 0 .  c , d           l l .  a , b , c         1 2 .  a , b , d

1 3 .  a , c P  d         1 4日 b , C , d         1 5日  a , b , c , d       1 6 .  す べ て誤 り



三角関数表

θ「
°
1 sin θ COS θ tan θ θ[°] sin θ COS θ tan θ

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

1 1

12

13

14

15

16

17

18

19

20

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

１

２

３

４

５

２

２

２

２

２

0,0000

0.0175

0.0349

0.0523

0.0698

0.0872

0.1045

0.1219

0。1392

0。1564

0。1736

0.1908

0.2079

0.2250

0.2419

0,2588

0,2756

0.2924

0.3090

0.3256

0.3420

0。3584

0.3746

0。3907

0。4067

0。4226

0,4384

0.4540

0,4695

0。4848

0.5000

0.5150

0.5299

0.5446

0.5592

0.5736

0。5878

0.6018

0。6157

0。6293

0,6428

0.6561

0.6691

0.6820

0.6947

0.7071

0000

0.9998

0。9994

0.9986

0.9976

0.9962

0.9945

0。9925

0。9903

0。9877

0.9848

0,9816

0,9781

0,9744

0,9703

0.9659

0。9613

0.9563

0.9511

0。9455

0。9397

0,9336

0.9272

0。9205

0。9135

0。9063

0.8988

0.8910

0。8829

0,8746

0.8660

0,8572

0.8480

0.8387

0.8290

0。8192

0.8090

0.7986

0.7880

0.7771

0。7660

0.7547

0,7431

0,7314

0。7193

0.7071

0,0000

0.0175

0.0349

0,0524

0.0699

0.0875

0。1051

0.1228

0.1405

0.1584

0,1763

0.1944

0.2126

0.2309

0.2493

0.2679

0。2867

0。3057

0。3249

0.3443

0.3640

0.3839

0.4040

0。4245

0。4452

0。4663

0。4877

0.5095

0.5317

0.5543

0.5774

0.6009

0。6249

0。6494

0.6745

0.7002

0。7265

0,7536

0,7813

0.8098

0.8391

0。8693

0。9004

0.9325

0.9657

1.0000

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

１

２

３

４

５

６

６

６

６

６

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

0.7193

0.7314

0.7431

0.7547

0.7660

0,7771

0.7880

0.7986

0.8090

0.8192

0.8290

0.8387

0.8480

0。8572

0。8660

0,8746

0.8829

0.8910

0,8988

0。9063

0,9135

0.9205

0.9272

0。9336

0。9397

0,9455

0.9511

0.9563

0。9613

0.9659

0.9703

0.9744

0,9781

0.9816

0.9848

0。9877

0.9903

0.9925

0.9945

0.9962

0.9976

0。9986

0.9994

0。9998

1.0000

0.6947

0.6820

0.6691

0.6561

0.6428

0,6293

0,6157

0,6018

0,5878

0.5736

0.5592

0.5446

0。5299

0。5150

0.5000

0.4848

0,4695

0,4540

0。4384

0.4226

0.4067

0。3907

0.3746

0。3584

0。3420

0。3256

0.3090

0。2924

0.2756

0.2588

0。2419

0.2250

0.2079

0.1908

0.1736

0,1564

0.1392

0。1219

0,1045

0。0872

0.0698

0.0523

0.0349

0.0175

0.0000

1.0355

1.0724

1.1106

1.1504

1.1918

1.2349

1.2799

1.3270

1.3764

1.4281

1.4826

1.5399

1.6003

1.6643

1.7321

1.8040

1.8807

1.9626

2.0503

2.1445

2.2460

2.3559

2.4751

2.6051

2.7475

2.9042

3.0777

3.2709

3.4874

3.7321

4.0108

4.3315

4.7046

5。1446

5。6713

6.3138

7.1154

8.1443

9.5144

11.4301

14.3007

19.0811

28,6363

57.2900
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